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JA白山は県内唯一のグリーンピース産地で白山市農林
水産ブランドに認定されています。
５月下旬から出荷が始まり約１カ月で収穫が終わるため
旬の時期は短いですが、大粒で甘みが強く一般にイメー
ジされるグリーンピースの味とは全く異なります。
ぜひ「よらんかいねぇ広場」でお買い求めください。
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白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

（令和４年４月末実績参考）

組合員数  6,860名（団体含）

貯金残高 77,293百万円

貸出金残高 12,890百万円

長期共済保有高 1,851億円

購買品供給高 209百万円

販売品取扱高 34百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和４年６月24日㈮　
令和４年７月25日㈪　
JA白山  本店

■ お問い合わせ・お申込先 本店総務課 藤本
■ 顧問税理士 税理士 本田　英夫（㈱アーマス）

要予約

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

午前９時～12時（基本30分単位）

特 集 水稲、大麦、大豆・そばの
２年３作の取り組み

今月は、お買物券付き

表紙の写真
グリーンピース
（くるめゆたか）
撮影地：白山市森島町

新規職員採用

よらんかいねぇ広場７周年祭　７月１日㊎～３日㊐の３日間

ハズレ無しガラポン抽選会！！ 5,000円以上のお買い上げレシートでハズレ無しガラポン抽選会！！
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特 

集

所得
 増大

生産
 拡大

　
管
内
を
含
め
た
白
山
市
の
基
幹
作
物
は
水
稲
で
す
が
、
食
生
活
の
変
化
と
高
齢
化
に
よ
っ
て
1
人
当
り
の

お
米
の
消
費
量
が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
飲
食
店
が
営
業
を
自
粛
し
た
こ
と
も
あ
っ
て

全
国
的
に
米
余
り
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
等
の
生
産
者
団
体
は
生
産
者
米
価
が
低
下
し
な
い
よ
う
需
要
に
見
合
っ
た
生
産
量
に
生
産
調
整
を
行
っ
て

お
り
、管
内
で
も
農
地
の
約
３
分
の
１
を
転
作
と
し
て
い
ま
す
が
、米
生
産
者
は
面
積
を
減
ら
す
一
方
で
年
々
肥
料

農
薬
の
価
格
や
燃
料
費
が
高
騰
し
て
お
り
農
業
経
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、Ｊ
Ａ
白
山
で
は
お
米
に
頼
ら
な
い
農
業
経
営
を
確
立
す
る
た
め
水
稲
、
大
麦
、
大
豆
・
そ
ば
の
２
年

３
作
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
白
山
市
の
代
表
的
な
転
作
作
物
と
し
て
長
年
大
豆
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
豆
は
連
作
障
害
が
発
生

す
る
作
物
な
の
で
、
水
稲
を
９
月
に
収
穫
し
た
水
田
に
十
分
な
排
水
対
策
を
行
っ
て
翌
年
６
月
に
大
豆
を
播
種

し
ま
す
が
、
９
月
〜
翌
年
６
月
ま
で
間
農
地
は
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
期
間
を
有
効
活
用
し
、
水
稲
と
大
豆
の
間
に
大
麦
を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
２
年
間
に
３
作
物
を

栽
培
し
水
田
を
フ
ル
活
用
す
る
取
り
組
み
が
２
年
３
作
で
す
。（
大
豆
の
栽
培
に
適
し
て
い
な
い
山
間
部
で
は

水
稲
・
大
麦
・
そ
ば
の
２
年
３
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。）

　
栽
培
す
る
大
麦
は
倒
伏
性
と
耐
雪
性
に
優
れ
た
フ
ァ
イ
バ
ー

ス
ノ
ウ
と
い
う
六
条
大
麦
の
一
種
で
、
管
内
で
は
以
前
か
ら
種
子

の
生
産
を
行
っ
て
お
り
主
に
食
用
や
麦
茶
の
原
料
な
ど
に
広
く

使
用
さ
れ
ま
す
。

　
農
水
省
が
発
表
し
た
令
和
２
年
度
概
算
の
食
料
自
給
率
は
大
麦
・

は
だ
か
麦
で
12
％
、大
豆
で
は
僅
か
６
％
で
そ
の
殆
ど
を
海
外
か
ら

の
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
発
端

に
世
界
的
に
穀
物
情
勢
が
緊
迫
し
て
お
り
国
産
の
大
豆
や
大
麦
の

需
要
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
で
は
引
き
続
き
２
年
３
作
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、

農
業
生
産
を
守
り
農
家
の
経
営
を
応
援
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
お
米
の
消
費
拡
大
が
農
業
を
守
る
こ
と
に
繋
が
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
管
内
の
お
米
を
食
べ
て
地
域
農
業
を
応
援
し
て

下
さ
い
。

水
稲
、
大
麦
、
大
豆
・
そ
ば
の

　
　
　
　
　
２
年
３
作
の
取
り
組
み

１年目２年目

４月
水稲田植え

10月
大豆収穫

10月
大麦播種

５月
大麦収穫

９月
水稲収穫

６月
大豆播種

水  稲 　コシヒカリ・ゆめ
みづほ・ひゃくまん

穀を主力品種に約1,100haが作付さ
れています。管内は県内最大の水稲
種子の産地で特別栽培米「比咩の米
（コシヒカリ）」をはじめとする良質
米の生産地として知られています。

大  豆
　大粒で晩生品種の「里のほほえみ」を中心に約95haが
作付されています。「里のほほえみ」は莢が地際から比較

的高い位置に付き、はじきにくい特性があり、収穫時のロスが発生しにくい
特徴があります。
　エンレイ並みにタンパク質含有量が高く、しわの発生も少ない等、外観品質
にも優れていることから豆腐や味噌、煮豆など様々な用途に使用されています。
　管内では県内の大豆種子の９割以上を生産しています。

大  麦
　倒伏性と耐雪性に優れた六条大麦の「ファイバースノウ」
が約70ha作付されています。

　以前から当JAでは県内で利用される「ファイバースノウ」種子の全量約20ha
を生産していましたが、転作率の上昇と農家所得確保を目的に大麦を含めた
２年３作を推進し、食用として流通する一般大麦の作付拡大に取り組みました。
　「ファイバースノウ」は麦茶原料のほか、麦ごはんや麺類など広く食用と
して使用されます。

〈作付割合〉

コシヒカリ
60％

ゆめみづほ
20％

ひゃくまん穀
11％

もち米 ６％
その他うるち酒米 ３％

売上65％
UP
　水稲10a

売上 約11万円

麦・大豆10a　　
  売上 約18万円

２年３作

従 来
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第
２
回
理
事
会

日
時
／
令
和
４
年
６
月
３
日（
金
） 
午
後
１
時
30
分
〜

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
第
15
年
度
（
令
和
３
年
度
）
３
月
末

貸
出
債
権
等
の
自
己
査
定
結
果
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
各
種
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

（
リ
ス
ク
管
理
積
立
金
・
施
設
整
備
積
立
金
）

第
３
号
議
案
　
第
15
年
度
（
令
和
３
年
度
）
事
業
報

告
及
び
決
算
の
貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
、
剰

余
金
処
分
案
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
　
農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

第
６
号
議
案
　
一
里
野
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
設
備
更
新
工

事
の
事
業
計
画
追
加
事
変
更
に
つ
い
て

審
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
４
年
４
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
監
事
監
査
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

３
　
地
方
公
共
団
体
へ
の
貸
付
に
つ
い
て

４
　
第
15
年
度
（
令
和
３
年
度
）
Ｊ
Ａ
白
山
農
業
関

係
被
表
彰
者
に
つ
い
て

５
　
令
和
４
年
度 

役
職
員
共
済
一
斉
推
進
に
つ
い
て

６
　
そ
の
他

　 理
事
会
だ
よ
り

いしかわ 田んぼの学校推進プロジェクト
子供たちが米づくり体験を通して、日本人の主食である「お米」と「農業」に親しみと興味
を持ち、勤労の尊さを体験することを目的に毎年実施している「いしかわ田んぼの学校推進
プロジェクト」。今年は管内の小学校10校で田植え体験を実施しました。

田んぼの提供、田植え作業の指導にご協力頂いた農家の皆さまありがとうございました。

5/6
㈮

参加　　　　
５年生56人朝日小学校 5/10

㈫
参加　　　　
５年生30人湊小学校

5/9
㈪

参加　　　　　
５・６年生19人白嶺小学校 5/26

㈭
参加　　　　　
５年生10人鳥越小学校

5/17
㈫

参加　　　　
５年生101人広陽小学校 5/30

㈪
参加　　　　
５年生38人蝶屋小学校

5/26
㈭

参加　　　　
５年生91人明光小学校 5/30

㈪
参加　　　　　
４・５年生10人河内小学校

5/11
㈬

参加　　　　
５年生34人美川小学校 5/23

㈪
参加　　　　　
4～6年生６人白峰小学校

島田さん圃場 北村さん圃場

田畑さん圃場 んなーがら上野営農組合

中山さん圃場 尾田さん圃場

北田さん圃場 西田さん圃場

井口グリーンワークス 河内農村振興公社
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第
２
回
理
事
会

日
時
／
令
和
４
年
６
月
３
日（
金
） 

午
後
１
時
30
分
〜

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
第
15
年
度
（
令
和
３
年
度
）
３
月
末

貸
出
債
権
等
の
自
己
査
定
結
果
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
各
種
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

（
リ
ス
ク
管
理
積
立
金
・
施
設
整
備
積
立
金
）

第
３
号
議
案
　
第
15
年
度
（
令
和
３
年
度
）
事
業
報

告
及
び
決
算
の
貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
、
剰

余
金
処
分
案
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
　
農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

第
６
号
議
案
　
一
里
野
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
設
備
更
新
工

事
の
事
業
計
画
追
加
事
変
更
に
つ
い
て

審
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
４
年
４
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
監
事
監
査
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

３
　
地
方
公
共
団
体
へ
の
貸
付
に
つ
い
て

４
　
第
15
年
度
（
令
和
３
年
度
）
Ｊ
Ａ
白
山
農
業
関

係
被
表
彰
者
に
つ
い
て

５
　
令
和
４
年
度 

役
職
員
共
済
一
斉
推
進
に
つ
い
て

６
　
そ
の
他

　 理
事
会
だ
よ
り

いしかわ 田んぼの学校推進プロジェクト
子供たちが米づくり体験を通して、日本人の主食である「お米」と「農業」に親しみと興味
を持ち、勤労の尊さを体験することを目的に毎年実施している「いしかわ田んぼの学校推進
プロジェクト」。今年は管内の小学校10校で田植え体験を実施しました。

田んぼの提供、田植え作業の指導にご協力頂いた農家の皆さまありがとうございました。

5/6
㈮

参加　　　　
５年生56人朝日小学校 5/10

㈫
参加　　　　
５年生30人湊小学校

5/9
㈪

参加　　　　　
５・６年生19人白嶺小学校 5/26

㈭
参加　　　　　
５年生10人鳥越小学校

5/17
㈫

参加　　　　
５年生101人広陽小学校 5/30

㈪
参加　　　　
５年生38人蝶屋小学校

5/26
㈭

参加　　　　
５年生91人明光小学校 5/30

㈪
参加　　　　　
４・５年生10人河内小学校

5/11
㈬

参加　　　　
５年生34人美川小学校 5/23

㈪
参加　　　　　
4～6年生６人白峰小学校

島田さん圃場 北村さん圃場

田畑さん圃場 んなーがら上野営農組合

中山さん圃場 尾田さん圃場

北田さん圃場 西田さん圃場

井口グリーンワークス 河内農村振興公社
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５
月
17
日
、
青
壮
年
部
林
支
部
は
あ
い
わ
こ
ど
も

園
の
園
児
を
対
象
に
田
植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
あ
い
わ
こ
ど
も
園
の
園
内
に
作
ら
れ
た
ミ
ニ

田
ん
ぼ
に
集
ま
っ
た
園
児
た
ち
を
前
に
高
本
祐
輔

支
部
長
は
田
植
え
の
コ
ツ
を
や
さ
し
く
説
明
し
、

園
児
た
ち
は
一
生
懸
命
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
植
え
ら
れ
た
苗
は
こ
の
後
水
管
理
や
除
草
作
業

を
行
い
、秋
に
は
園
児
達
で
収
穫
体
験
を
行
い
ま
す
。

あ
い
わ
こ
ど
も
園
で
田
植
え
体
験

　
５
月
26
日
、
青
壮
年
部
舘
畑
支
部
は
鶴
来
第
二

幼
稚
園
の
園
児
た
ち
と
一
緒
に
七
原
町
の
ク
レ
イ

ン
プ
ー
ル
横
の
圃
場
で
ひ
ま
わ
り
の
定
植
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
寺
口
直
宏
副
支
部

長
の
説
明
を
受
け
た
園
児
た
ち
は
一
生
懸
命
穴
を

掘
っ
て
ひ
ま
わ
り
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
こ
の
日
定
植
さ
れ
た
ひ
ま
わ
り
は
７
月
下
旬
か

ら
８
月
に
か
け
て
見
頃
を
迎
え
る
予
定
で
、
例
年

満
開
と
な
っ
た
ひ
ま
わ
り
畑
に
地
域
の
子
供
た
ち

を
招
き
、
自
分
た
ち
の
身
長
よ
り
も
大
き
く
育
っ

た
ひ
ま
わ
り
を
見

学
し
て
い
ま
す
。

鶴
来
第
二
幼
稚
園
で
ひ
ま
わ
り
定
植

　
青
壮
年
部
で
は
稲
を
育
て
る
体
験
を
通
じ
て
お
米

と
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
事
を
目
的
に
毎
年

バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
は
１
株
の
水
稲

苗
を
植
え
た
バ
ケ
ツ
を
参
加
者
に
配
布
し
、
９
月

下
旬
ま
で
育
て
て
も
ら
い
収
穫
し
た
稲
穂
の
重
さ

を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
上
位
の
参
加
者
に
は
11
月
に
開
催

予
定
の
農
業
ま
つ
り
で
表
彰
式
を
行
う
予
定
で
す
。

　
今
年
は
昨
年
の
35
組
を
上
回
る
40
組
の
申
込
み

が
あ
り
、
バ
ケ
ツ
稲
を
受
け
取
っ
た
参
加
者
は

「
去
年
も
参
加
し
ま
し
た
が
、
去
年
よ
り
た
く
さ
ん

穫
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま

す
」と
笑
顔
を

見
せ
ま
し
た
。

バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

地域
 活性
地域
 活性

　青
壮
年
部

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
視
察
研
修
会

　
５
月
23
日
、
Ｊ
Ａ
白
山
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
と

Ｊ
Ａ
職
員
17
名
は
県
内
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
先
進
地

で
あ
る
Ｊ
Ａ
加
賀
の
野
菜
集
出
荷
貯
蔵
施
設
を
視
察

研
修
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
加
賀
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
面
積
で
５
倍
に

あ
た
る
１
２
２
ha
作
付
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度

に
は
国
庫
補
助
事
業
を
活
用
し
総
工
費
約
６
億
円

で
野
菜
集
出
荷
貯
蔵
施
設
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
員
は
画
像
処
理

で
選
別
を
行
う
選
果
機
な
ど
最
先
端
の
選
果
施
設

を
真
剣
に
見
入
り
、
Ｊ
Ａ
加
賀
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

生
産
者
へ
盛
ん
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　
視
察
を
終
え
た
辻
誠
司
部
会
長
は
「
Ｊ
Ａ
加
賀
の

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
者
の
取
り
組
み
姿
勢
を
見
習
い
、

こ
れ
か
ら
の
栽
培
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

大
麦（
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
）の

収
穫
始
ま
る

　
５
月
29
日
、
美
川
地
区
か
ら
大
麦
（
フ
ァ
イ
バ
ー

ス
ノ
ウ
）
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
水
稲
・
大
麦
・
大
豆（
そ
ば
）の
２
年
３
作
取
り

組
み
推
進
に
よ
り
大
麦
の
作
付
面
積
は
着
実
に
増
加

し
、
４
年
産
大
麦
は
種
子
用
を
含
め
約
70 

ha
の
収
穫

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
収
穫
さ
れ
る
六
条
大
麦
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
は

主
に
麦
ご
は
ん
や
麺
類
な
ど
の
食
用
と
麦
茶
の
原

料
に
使
用
さ
れ

ま
す
。

　
今
年
も
生
育

状
況
は
良
好
で
、

気
温
が
低
い
山

間
部
で
は
６
月

中
旬
ま
で
収
穫

が
続
き
ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
初
出
荷

　
５
月
25
日
、
今
年
も
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
市
場

出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
は
Ｊ
Ａ
白
山
が
県
内
唯
一
の

産
地
で
、
出
荷
さ
れ
る
「
く
る
め
ゆ
た
か
」
は
大
粒

で
甘
み
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
今
年
は
一
部
圃
場
で
積
雪
に
よ
る
生
育
障
害
が

発
生
し
例
年
よ
り
収
穫
量
は
僅
か
に
減
少
し
そ
う

で
す
が
、
収
穫
し
た
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
は
品
質
食
味

と
も
に
良
く
、
上
田
武
夫
部
会
長
は
「
ぜ
ひ
地
元

産
の
美
味
し
い
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
を
味
わ
っ
て
頂
き

た
い
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
ま
し
た
。

　
５
月
27
日
、
30
日
に
は
、Ｍ
Ｒ
Ｏ
北
陸
放
送
と

Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
放
送
局
の
テ
レ
ビ
取
材
が
あ
り
近
日

テ
レ
ビ
放
送
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

営農だより 

所得
 増大

生産
 拡大
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、
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年
部
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は
あ
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わ
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ど
も

園
の
園
児
を
対
象
に
田
植
え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
あ
い
わ
こ
ど
も
園
の
園
内
に
作
ら
れ
た
ミ
ニ

田
ん
ぼ
に
集
ま
っ
た
園
児
た
ち
を
前
に
高
本
祐
輔

支
部
長
は
田
植
え
の
コ
ツ
を
や
さ
し
く
説
明
し
、

園
児
た
ち
は
一
生
懸
命
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
植
え
ら
れ
た
苗
は
こ
の
後
水
管
理
や
除
草
作
業

を
行
い
、秋
に
は
園
児
達
で
収
穫
体
験
を
行
い
ま
す
。

あ
い
わ
こ
ど
も
園
で
田
植
え
体
験

　
５
月
26
日
、
青
壮
年
部
舘
畑
支
部
は
鶴
来
第
二

幼
稚
園
の
園
児
た
ち
と
一
緒
に
七
原
町
の
ク
レ
イ

ン
プ
ー
ル
横
の
圃
場
で
ひ
ま
わ
り
の
定
植
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
寺
口
直
宏
副
支
部

長
の
説
明
を
受
け
た
園
児
た
ち
は
一
生
懸
命
穴
を

掘
っ
て
ひ
ま
わ
り
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
こ
の
日
定
植
さ
れ
た
ひ
ま
わ
り
は
７
月
下
旬
か

ら
８
月
に
か
け
て
見
頃
を
迎
え
る
予
定
で
、
例
年

満
開
と
な
っ
た
ひ
ま
わ
り
畑
に
地
域
の
子
供
た
ち

を
招
き
、
自
分
た
ち
の
身
長
よ
り
も
大
き
く
育
っ

た
ひ
ま
わ
り
を
見

学
し
て
い
ま
す
。

鶴
来
第
二
幼
稚
園
で
ひ
ま
わ
り
定
植

　
青
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年
部
で
は
稲
を
育
て
る
体
験
を
通
じ
て
お
米

と
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
事
を
目
的
に
毎
年

バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
コ
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テ
ス
ト
は
１
株
の
水
稲

苗
を
植
え
た
バ
ケ
ツ
を
参
加
者
に
配
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し
、
９
月

下
旬
ま
で
育
て
て
も
ら
い
収
穫
し
た
稲
穂
の
重
さ

を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
上
位
の
参
加
者
に
は
11
月
に
開
催

予
定
の
農
業
ま
つ
り
で
表
彰
式
を
行
う
予
定
で
す
。

　
今
年
は
昨
年
の
35
組
を
上
回
る
40
組
の
申
込
み

が
あ
り
、
バ
ケ
ツ
稲
を
受
け
取
っ
た
参
加
者
は

「
去
年
も
参
加
し
ま
し
た
が
、
去
年
よ
り
た
く
さ
ん

穫
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま

す
」と
笑
顔
を

見
せ
ま
し
た
。

バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

地域
 活性
地域
 活性

　青
壮
年
部

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
視
察
研
修
会

　
５
月
23
日
、
Ｊ
Ａ
白
山
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
と

Ｊ
Ａ
職
員
17
名
は
県
内
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
先
進
地

で
あ
る
Ｊ
Ａ
加
賀
の
野
菜
集
出
荷
貯
蔵
施
設
を
視
察

研
修
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
加
賀
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
面
積
で
５
倍
に

あ
た
る
１
２
２
ha
作
付
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度

に
は
国
庫
補
助
事
業
を
活
用
し
総
工
費
約
６
億
円

で
野
菜
集
出
荷
貯
蔵
施
設
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
員
は
画
像
処
理

で
選
別
を
行
う
選
果
機
な
ど
最
先
端
の
選
果
施
設

を
真
剣
に
見
入
り
、
Ｊ
Ａ
加
賀
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

生
産
者
へ
盛
ん
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　
視
察
を
終
え
た
辻
誠
司
部
会
長
は
「
Ｊ
Ａ
加
賀
の

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
者
の
取
り
組
み
姿
勢
を
見
習
い
、

こ
れ
か
ら
の
栽
培
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

大
麦（
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
）の

収
穫
始
ま
る

　
５
月
29
日
、
美
川
地
区
か
ら
大
麦
（
フ
ァ
イ
バ
ー

ス
ノ
ウ
）
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
水
稲
・
大
麦
・
大
豆（
そ
ば
）の
２
年
３
作
取
り

組
み
推
進
に
よ
り
大
麦
の
作
付
面
積
は
着
実
に
増
加

し
、
４
年
産
大
麦
は
種
子
用
を
含
め
約
70 

ha
の
収
穫

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
収
穫
さ
れ
る
六
条
大
麦
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
は

主
に
麦
ご
は
ん
や
麺
類
な
ど
の
食
用
と
麦
茶
の
原

料
に
使
用
さ
れ

ま
す
。

　
今
年
も
生
育

状
況
は
良
好
で
、

気
温
が
低
い
山

間
部
で
は
６
月

中
旬
ま
で
収
穫

が
続
き
ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
初
出
荷

　
５
月
25
日
、
今
年
も
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
市
場

出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
は
Ｊ
Ａ
白
山
が
県
内
唯
一
の

産
地
で
、
出
荷
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れ
る
「
く
る
め
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た
か
」
は
大
粒

で
甘
み
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
今
年
は
一
部
圃
場
で
積
雪
に
よ
る
生
育
障
害
が

発
生
し
例
年
よ
り
収
穫
量
は
僅
か
に
減
少
し
そ
う

で
す
が
、
収
穫
し
た
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
は
品
質
食
味

と
も
に
良
く
、
上
田
武
夫
部
会
長
は
「
ぜ
ひ
地
元

産
の
美
味
し
い
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
を
味
わ
っ
て
頂
き

た
い
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
ま
し
た
。

　
５
月
27
日
、
30
日
に
は
、Ｍ
Ｒ
Ｏ
北
陸
放
送
と

Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
放
送
局
の
テ
レ
ビ
取
材
が
あ
り
近
日

テ
レ
ビ
放
送
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

所得
 増大

生産
 拡大

営農だより 
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Ｊ
Ａ
共
済
優
績
Ｌ
Ａ
表
彰
式

　
６
月
１
日
、
ホ
テ
ル
日
航
金
沢
に
お
い
て
優
秀
な

成
績
を
お
さ
め
た
県
下
Ｊ
Ａ
の
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
Ｌ
Ａ
）
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
金
谷
峰
子
（
金
賞
）、
坂
本
優
花

（
銅
賞
）、山
岩
登
志
枝
（
銅
賞
）、大
湯
美
里
（
新
人
賞
）

の
４
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　「
生
命
総
合
共
済
重
点（
ひ
と
）の
部
」
を
含
む
３
部

門
で
特
に
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
金
賞
を
受
賞
し
た

つ
る
ぎ
支
店
金
谷
峰
子
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制
限

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
Ｊ
Ａ
白
山
か
ら
４
名
で

受
賞
す
る
事
が
で
き
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
訪
問
活
動
を
通
じ
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
の
関
係

を
築
き
、お
客
様
の
立
場
に
な
っ
て
一
緒
に
考
え
安
心

で
き
る
保
障
を
ご
提
案

し
て
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。」
と
受
賞
の

喜
び
を
述
べ
た
。

　
こ
の
後
、
金
谷
峰
子

は
７
月
12
日
に
東
京
の

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
で
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ａ

共
済
優
績
Ｌ
Ａ
全
国
表

彰
に
出
席
予
定
で
す
。

地域
 活性
地域
 活性

コロナによる物流の混乱などで、国民生活の安定・安全が脅かされることから、
経済安全保証の議論が国会で重要なテーマとなっています。私は、直接生命

に関わる食料安全保証も同様に議論すべきだと思っています。自民党が新設した
「食料安全保証に関する検討委員会」の幹事に就きましたので、その強化に向け
検討していきます。
　食料安全保証には、持続可能な農業・農村づくりが不可欠です。その指針となるの
が、政府が進める環境問題に対応した「みどりの食料システム戦略」です。カーボン
ニュートラル（脱炭素）を念頭に置いたもので、野心的な目標だけに、農業現場だけ
でなく、消費者・国民を巻き込んだ国民運動としてとらえていかなければなりません。
　また、持続可能な農業・農村づくりにとって、目の前の大きな問題として
生産資材の高騰が挙げられます。農産物価格が低迷しており、農家が再生産
を可能とする価格に早く戻さないと、経営は成り立た
なくなります。「食料安全保証に関する検討委員会」
では、資材高騰の問題も含め、また、食料・農業・農村
基本法の検証も行いながら、根本的な政策の再構築も
視野に入れ、取り組むことにしています。

令和４年度  水稲受託料金
■基準小作料 （単位:円/10㌃当り）
ランク 蔵山 ･林 ･舘畑 *蔵山の一部 * 一の宮・鶴来 河　　内 圃場条件等（畦畔を含まない）

基準 9,000 [12,720] 5,000 [8,720] 5,000 [8,720]

A 9,000 [12,720] 5,000 [8,720] 5,000 [8,720]

各集落の基準に
準ずる

1区画  2,000㎡以上（圃場整備4年目以上）

B 4,500 [8,220] 2,500 [6,220] 2,500 [6,220] 1区画 1,300～1,999㎡（圃場整備4年目以上）

C 1,500 [5,220] 1,000 [4,720] 1,000 [4,720] 1 区画   800 ～ 1,299㎡

D 0 [3,720] 0 [3,720] 0 [3,720] 1 区画   799㎡以下
※ [　] 内は、用水費・土地改良経常賦課金を含めたもの。

変形田は１ランク下げるものとし、水利に問題がある圃場などは双方の協議により小作料を決定するものとする。なお、小作料、用水費（2,970
円）・土地改良経常賦課金（750円）は耕作者が耕作面積にて支払うものとする。
（注1）｢*蔵山の一部*｣とは月橋、小柳地区の県道45号線（旧国道157号線）を境として山側（東方向）の圃場。（注2）鶴来地区の大型圃場は蔵山地区に準ずる。
（注3）一の宮地区の用水費は小作料に含む。（注4）砂利堀田（利用権設定田）は工事中の小作料は無料とし、以後3年間は2ランク下げるものとする。

■機械作業標準料金
作業名（項目） 単　位 料金（税抜） 料金（税込） 備　　　　　考

水

稲

作

業

出 芽 苗（ 一 般 ） １箱当 390 429 ※ダコレート施用済み
硬 化 苗（ 一 般 ） １箱当 740 814
珪 カ ル 散 布 10㌃当 1,500 1,650 以下、変形及び 10㌃未満の圃場に

ついては 1割～ 2割増しとする。耕 　 起（ 荒 耕 ） 10㌃当 6,000 6,600
中 代 10㌃当 1,800 1,980
代 か き 10㌃当 6,900 7,590
畦 ぬ り １㍍当 50 55
田 植 え
補 助 人 夫
苗 運 搬

10㌃当
10㌃当
１箱当

7,000
700
50

7,700
770
55

※側条用田植え機。

薬 剤 散 布 10㌃当 1,500 1,650
刈 り 取 り
運 搬

10㌃当
10㌃当

18,000
2,519

19,800
2,771

※倒伏状況等により刈取り料金を
　変更する場合がある。

乾 燥  ・ 調 製 30㌔当 800 880
（ 色 彩 選 別 ） （30㌔当） （200） （220）※色彩選別料金は参考料金とする。
肥 料 散 布 20㌔当 700 770

※令和４年４月１日現在（消費税10％で表示しています）
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JA白山のおすすめ！！

お買物券

●このお買物券は上記店舗以外
では使用できません。精算前
にレジ係員へお渡しください。

●現金との引換えはできません。
●おつりの支払いはできません。
●お１人様１枚使用できます。

￥100
有効期限 2022.7.31
使
用
可
能
店
舗

●よらんかいねぇ広場
●Aコープ蝶屋店
●Aコープ手取店
●白峰支店

㈱ ジャコム石川

JA白山特選ギフト

はくさんの恵みと
まごころを贈る

2022年６/２０月～７/２９金
2022年７/１１月～８/１２金

ご注文は、JA白山経済課または各支店まで

ごはんばくばくセット
3,800円

（税込）

●比咩の米  2kg
●抹茶入り玄米茶 180g
●くるみ味噌（辛口）150g
●たらの子味付缶 50g 2個
●じぶ煮缶  60g 2個

白山お菓子セット 3,800円
（税込）

●宇治抹茶入玄米茶ティーバッグ（50袋入）
●米粉フィナンシェ各1個
　（宇治抹茶チョコレート・カカオ+くるみ・
　 カカオ+チョコレート・パイナップル・レモン）
●梅ゼリー　　　　●日向夏ゼリー
●紅茶くずきり　●ゆずくずきり
●焼き菓子（梅の香）２個

170セット
限定

200セット
限定

今「JAホーム」が人気です！！

　近年リフォームの需要も増え、JA白山管内
も含め多くの組合員の方にご利用いただいて
います。永い時間を過ごした我が家、しかし
将来の足腰のことを考えると床座の畳生活や
狭い脱衣所、和式トイレにも不安がある。
　これからの毎日、生活の快適さを充分に感じ
ていただくために、まずはお気軽にご相談くだ
さい。もちろんお見積もりは無料です。

リフォームも得意
　私たちは「お客様との共同による」家づくりを
目指し、『対話でつむぐ家づくり』をモットーに、
お客様の納得がいくまで何度でも打ち合わせを
重ね、注文住宅だから実現する居心地の良い
理想の住まいをご提案いたします。
　アフターサービスも万全で、完成・引渡し後は、
１年・５年・10 年後に無料点検をご案内します。
　新築の場合、白アリを防ぐ防蟻処理が専門
部門の10 年間保証付きです。

JAホームの特徴

　理想の家づくりに必要なご融資金額、無理のない返済計画をJA白山の
融資担当が一緒に考えさせていただきます。
　お見積もりは無料！お気軽に最寄りの支店窓口までお問い合わせください。

ローンのご相談

約5.5mの高さがある吹抜けと隣接する実家の庭が眺められるリビングは水平方向にも垂直方向にも
視野が抜けて、とても開放感のある空間となりました。玄関ホールとキッチン横には減築した実家の和室
部分に使用されていた欄間を埋め込み、新築住宅でありながらも思い出の詰まった住まいとなりました。

■思い出の欄間が新しい形となって受け継がれていく

2022/1/15～23の期間中に新築
住宅内見会を開催しました。雪が積
もる中、たくさんのご来場をありがと
うございました。

10Public Relations Magazine JAだより　令和４年６月発行11 Public Relations Magazine JAだより　令和４年６月発行



JA白山のおすすめ！！

お買物券

●このお買物券は上記店舗以外
では使用できません。精算前
にレジ係員へお渡しください。

●現金との引換えはできません。
●おつりの支払いはできません。
●お１人様１枚使用できます。

￥100
有効期限 2022.7.31
使
用
可
能
店
舗

●よらんかいねぇ広場
●Aコープ蝶屋店
●Aコープ手取店
●白峰支店

㈱ ジャコム石川

JA白山特選ギフト

はくさんの恵みと
まごころを贈る

2022年６/２０月～７/２９金
2022年７/１１月～８/１２金

ご注文は、JA白山経済課または各支店まで

ごはんばくばくセット
3,800円

（税込）

●比咩の米  2kg
●抹茶入り玄米茶 180g
●くるみ味噌（辛口）150g
●たらの子味付缶 50g 2個
●じぶ煮缶  60g 2個

白山お菓子セット 3,800円
（税込）

●宇治抹茶入玄米茶ティーバッグ（50袋入）
●米粉フィナンシェ各1個
　（宇治抹茶チョコレート・カカオ+くるみ・
　 カカオ+チョコレート・パイナップル・レモン）
●梅ゼリー　　　　●日向夏ゼリー
●紅茶くずきり　●ゆずくずきり
●焼き菓子（梅の香）２個

170セット
限定

200セット
限定

今「JAホーム」が人気です！！

　近年リフォームの需要も増え、JA白山管内
も含め多くの組合員の方にご利用いただいて
います。永い時間を過ごした我が家、しかし
将来の足腰のことを考えると床座の畳生活や
狭い脱衣所、和式トイレにも不安がある。
　これからの毎日、生活の快適さを充分に感じ
ていただくために、まずはお気軽にご相談くだ
さい。もちろんお見積もりは無料です。

リフォームも得意
　私たちは「お客様との共同による」家づくりを
目指し、『対話でつむぐ家づくり』をモットーに、
お客様の納得がいくまで何度でも打ち合わせを
重ね、注文住宅だから実現する居心地の良い
理想の住まいをご提案いたします。
　アフターサービスも万全で、完成・引渡し後は、
１年・５年・10 年後に無料点検をご案内します。
　新築の場合、白アリを防ぐ防蟻処理が専門
部門の10 年間保証付きです。

JAホームの特徴

　理想の家づくりに必要なご融資金額、無理のない返済計画をJA白山の
融資担当が一緒に考えさせていただきます。
　お見積もりは無料！お気軽に最寄りの支店窓口までお問い合わせください。

ローンのご相談

約5.5mの高さがある吹抜けと隣接する実家の庭が眺められるリビングは水平方向にも垂直方向にも
視野が抜けて、とても開放感のある空間となりました。玄関ホールとキッチン横には減築した実家の和室
部分に使用されていた欄間を埋め込み、新築住宅でありながらも思い出の詰まった住まいとなりました。

■思い出の欄間が新しい形となって受け継がれていく

2022/1/15～23の期間中に新築
住宅内見会を開催しました。雪が積
もる中、たくさんのご来場をありがと
うございました。
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JA白山は県内唯一のグリーンピース産地で白山市農林
水産ブランドに認定されています。
５月下旬から出荷が始まり約１カ月で収穫が終わるため
旬の時期は短いですが、大粒で甘みが強く一般にイメー
ジされるグリーンピースの味とは全く異なります。
ぜひ「よらんかいねぇ広場」でお買い求めください。

6 June 第
162号

June

6
第161号

2022

白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

白山農業協同組合
（@ja.hakusan）

JA白山
（@530vzuic）

（令和４年４月末実績参考）

組合員数  6,860名（団体含）

貯金残高 77,293百万円

貸出金残高 12,890百万円

長期共済保有高 1,851億円

購買品供給高 209百万円

販売品取扱高 34百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和４年６月24日㈮　
令和４年７月25日㈪　
JA白山  本店

■ お問い合わせ・お申込先 本店総務課 藤本
■ 顧問税理士 税理士 本田　英夫（㈱アーマス）

要予約

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

午前９時～12時（基本30分単位）

特 集 水稲、大麦、大豆・そばの
２年３作の取り組み

今月は、お買物券付き

表紙の写真
グリーンピース
（くるめゆたか）

撮影地：白山市森島町

新規職員採用

よらんかいねぇ広場７周年祭　７月１日㊎～３日㊐の３日間

ハズレ無しガラポン抽選会！！ 5,000円以上のお買い上げレシートでハズレ無しガラポン抽選会！！
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